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 バードライフ・インターナショナルの活動 

バードライフ・インターナショナル（以下、バードライフ）では、鳥類を指標として生態系や生物多様性の保全

を促進するため、「種の保全」「生息地の保全」「持続可能性の促進」「人々への働きかけ」を 4 本の大きな柱とし、

9 つの保全プログラムを進めています。バードライフ・インターナショナル東京（以下、バードライフ東京）では、

このうちの 5 つ「種の保全」「重要生息環境」「渡り鳥の保全」「海鳥と海洋保全」「森林保全」に加え、「企業との連

携」に積極的に取り組んでいます。 
 

【バードライフ：9 つの保全プログラム】 

① 種の保全   ⑥ 気候変動 

② 重要生息環境  ⑦ 移入種への対策 

③ 渡り鳥の保全  ⑧ 地域コミュニティとの連携 

④ 海鳥と海洋保全  ⑨ 人材育成 

⑤ 森林保全 
 

2016 年度の活動ハイライト 

2016 年度は、従来の保全プログラムにおける取り組みの継続・強化に加え、近年、特に力を入れてきた企業との

連携が実を結び、2002 年のバードライフ東京設立以降初めて、事業規模が 2 億円を超える飛躍の年となりました。 

 

中でも、日本企業では初の企業パートナーとして、トヨタ自動

車株式会社とのプログラムが新たに開始されました。このプログ

ラムでは、絶滅危惧種の保全活動の支援として、バードライフの

パートナー団体に車両が寄贈されるもので、本年度はメキシコと

南アフリカの 2 団体に寄贈されました。12 月には、メキシコ・

カンクンで開催された生物多様性条約第 13 回締約国会議（CBD 

COP13）のサイドイベントとして車両の贈呈式が行われ、トヨタ

との協働が世界にも広く発信されました。 

 

また、特筆すべき事項として、「海鳥と海洋保全」で活動してきたマリーン IBA 事業

の成果をまとめた「マリーン IBA 白書」が出版されるなど、従来の活動も大きく発展

しました。さらに、バードライフ東京のウェブサイトを刷新し、オンラインでの寄付の

仕組み（Yahoo!ネット募金）を新たに開始し、一般の方々への発信も強化しています。

2017 年も引き続き、これらの活動の強化に取り組み、事業の発展を図っていきます。 

 

新ウェブサイト ：http://tokyo.birdlife.org/ 

Yahoo!ネット募金 ：https://donation.yahoo.co.jp/detail/5097002/ 
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 日本に飛来する渡り鳥の多くは、北極圏で繁殖し、

日本や東南アジア、オーストラリアなどで越冬しま

す。これらの渡り鳥が渡るルートは、おおよそ決まっ

ており、「フライウェイ」と呼ばれています。日本に

飛来する渡り鳥が利用するフライウェイは、東アジ

ア・オーストラリア地域フライウェイと呼ばれ、オセ

アニア、東南アジア、日中韓等の北東アジア、そして

アラスカまでが対象地域となります。渡り鳥を保全す

るためには、このフライウェイ上の国々の国際的な連

携が必要となります。日本は、渡り鳥の中でも水鳥

（渡り性水鳥）の国際的な保全を進める「東アジア・

オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ

（EAAFP）」に参加し、取り組みを行っています。バ

ードライフは、この EAAFP の日本国内事務局を担当

し、環境省やほかの鳥類保全団体等と共に保全活動を

牽引しています。 

2016 年度は、国内の EAAFP 下での保全活動を促進

するため、5 月に「全国ツル類ネットワーク交流会」を

北海道根室市にて開催しました。EAAFP では、多くの

渡り性水鳥が飛来する重要な生息地からなる「重要生

息地ネットワーク」を設置しており、日本では 33 湿地

が参加しています。そこでは、渡り性水鳥に関する普及

啓発や保全活動、調査研究が進められています。交流会

では、これらの湿地のうち、ツル類の重要生息地を抱え

る市町村の行政担当者や NGO の関係者が参加し、各湿

地で抱える課題や実施されている保全活動などについ

て議論するワークショップを開催しました。 

ワークショップでは、ツル類の保全の重要性につい

て地域住民への普及啓発を強化することや、段階的な

体験型の教育プログラムを導入することが提案されま

した。渡り鳥を保全するためには、それぞれの生息地に

おける活動を活性化することがとても重要となります。

今後もこのような活動を通じて、各地の活動を支援し

ます。 

また、10 月には、日本政府が、中国、韓国、オース

トラリアと締結している二国間渡り鳥保護協定の会議

が、オーストラリア・ケアンズで開催されました。バー

ドライフからは、2 名が専門家として会議に参加し、コ

クガンやカンムリウミスズメなどの渡り性水鳥の個体

群についての情報交換や、シマアオジを中心とした陸

生鳥類のモニタリングへの協力に関して、意見交換を

行いました。渡り鳥の保全や課題の解決に向けての協

力を、日中、日韓、日豪それぞれの間で一層推進するこ

とが確認されました。 

  

主な活動 

渡り鳥の保全 

 

交流会の様子 北海道に生息するタンチョウ 
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 バードライフでは、世界レベルで絶滅が危惧され

る鳥類の保護活動に継続的に取り組んでいます。 

2016 年度は、これまで取り組んできた世界的な絶

滅危惧種であるヒガシシナアジサシの保全が、新たな

ステージへと移行しました。さらに、バードライフが

推進役となり進めている、東アジアにおける陸性鳥類

保全のための「陸生鳥類モニタリングスキーム」にお

いて、大きな進展がありました。 

これらの取り組みを推進するためには、現地パート

ナーのほか、各国の環境省など、様々な組織との連携

が重要になります。今後も引き続き、関係機関と連携

をとり、重要な絶滅危惧種の保全に取り組みます。 

 

<ヒガシシナアジサシの保全> 

世界的な絶滅危惧種であるヒガシシナアジサシにつ

いて、中国、韮山列島の鉄墩島に繁殖コロニーを復活さ

せる取り組みを、香港バードウォッチング協会と共同

で 2009 年から 2015 年まで実施し、新たな繁殖地の

形成を成し遂げるなど、大きな成果を挙げました。

2016 年度は、越冬地解明のため、アジサシ類の主要な

越冬地であるインドネシアのセラム島での調査を実施

しました。2016 年 1 月には、約 300 羽のオオアジ 

 

サシの越冬個体群の中に、1 羽のヒガシシナアジサシを

発見することができ、ヒガシシナアジサシの越冬地解

明に向けた一歩を踏み出しました。2017 年度も引き続

き、越冬地における調査を継続し、保全活動を進めてい

きます。 

<陸性鳥類のモニタリング> 

陸生鳥類モニタリングスキームでは、日本、中国、

韓国、ロシアの 4 ヶ国の政府機関や NGO が中心とな

り、モニタリング手法の統一やデータ交換などについ

て、議論が進められています。バードライフは、本ス

キームのコーディネーターとして、とりまとめを行っ

ています。2016 年は 3 月に香港、11 月に中国広州で

会議が開催され、特に近年減少が著しく、絶滅が懸念

されているシマアオジなどの鳥類について、重点的な

調査を実施し、データ交換を行うことが決定しまし

た。2017 年度より、シマアオジの国際的な保全に向

け、各国政府や NGO、研究者が取り組む課題をまと

めた「単一種行動計画」の策定に着手します。

種の保全 
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森林保全 

バードライフは、各国のパートナー団体と連携し、ア

ジアやアフリカ、中南米など世界規模で熱帯雨林の保

全に取り組んでいるほか、企業との連携により、地域に

根ざした森林保全活動を進めています。 

インドネシアでは、トヨタ環境活動助成プログラム

の支援により、フローレス島において、アグロフォレス

トリーによる地元住民の生計向上と森林保全に取り組

みました。アグロフォレストリーとは、樹木を植栽し、

その樹間で家畜の飼育や農作物の栽培を行う農林業の

ことで、持続可能な農法として注目されています。フロ

ーレス島では、アグロフォレストリーとしてキャンド

ルナッツの栽培が行われていますが、品質管理や適正

価格での取引が普及していないことが課題となってい

ます。この活動では、地域で協同組合を設立し、組合を

通してキャンドルナッツの取引を実施することで、地

域住民からキャンドルナッツを公正な価格で買い取り、

住民の生計向上とアグロフォレストリーの更なる普及

を実現させるプロジェクトです。森林伐採の主要因の

一つが地域住民の貧困にあることから、住民の生計が

改善されれば、森林の持続可能な利用が進み、森林保全

につながることが期待されます。 

 
住民によるキャンドルナッツの出荷作業 

 

湿地保全 

バードライフは、水鳥の保全のため、その生息地であ

る湿地や水辺の環境保全に取り組んでいます。水鳥の

保護、湿地の賢明な利用、地元の人々の教育や普及啓発、

管理者の能力向上をめざすラムサール条約の事務局と

覚書を交わし、世界各国で技術支援を行っています。 

環境省からの請負業務である東南アジア湿地保全促

進業務では、湿地の重要性に対する理解を広めること

を目的に、ベトナムの紅河デルタに位置するタイトゥ

イ湿地において、湿地が有する生態系サービスの経済

的価値評価を行いました。タイトゥイ湿地の価値を広

く訴求することで、同湿地の自然保護区指定に向けた

機運を醸成するとともに、紅河デルタにおけるその他

の重要サイトの保全の推進に寄与することが期待され

ます。 

バードライフでは、前年にもミャンマーのモインジ

ー湿地で同様の事業を実施しており、今回のベトナム

の事例と併せて２ヶ国の重要な湿地について、その経

済的価値を評価したことになります。経済的価値は多

くの人にとって分かりやすい評価方法であり、ラムサ

ール条約事務局でも、この手法に注目しています。 

 

 

ベトナムのタイトゥイ湿地 

  

森林保全・湿地保全 
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＜マリーン IBA 事業＞ 

マリーン IBA（重要海洋環境）事業は、バードライフ

が世界各国のパートナー団体と一緒に取り組んでいる

国際事業です。IBA (Important Bird and Biodiversity 

Areas) のコンセプトを海洋にまで広げたもので、海鳥

を指標に生物多様性の高い海域を選定し、海洋と海鳥

双方の保全に貢献することを目的としています。 

アジアにおけるマリーン IBA の選定は、2010 年度

より経団連自然保護基金（KNCF）の支援で、日本、 

マレーシア、フィリピン、インドネシア、韓国等のア

ジアの国々のパートナー団体や研究者と協力して進め

てきました。これまでに選定されたマリーン IBA は、

オープンデータベースである「マリーン・イーアトラス 

(Marine e-atlas)」に登録されています。これらのマリ

ーン IBA は、環境省が進める「生物多様性の機能を維

持する観点から見た重要海域」の抽出に活用されてい

るほか、洋上風力発電の建設候補地の選定に利用され

ることも検討されています。また、日本で繁殖する海鳥

の約 6 割が環境省のレッドデータブックに掲載されて

いますが、マリーン IBA は海鳥の生息地の保全にも貢

献できると考えます。 

 

2013 年から 3 年間はマリーン IBA 事業の第 2 期と

し、日本のマリーン IBA を対象として、その保全・管

理に向けた情報の整理と出版を目的としました。事業

最終年度である 2016 年は、これまでに選定されたマ

リーン IBA の見直しを行い、最終的に 27 ヶ所の海域

をマリーン IBA として選びました。また、これら 27 ヶ

所のマリーン IBA の情報は、マリーン IBA の選定の基

礎となった海鳥の繁殖コロニーがある 44 ヶ所の地域

の情報と共に「マリーン IBA 白書」としてまとめて出

版しました。そのほか、「マリーン IBA 白書」には、前

年に行ったマリーン IBA の現状に関するアンケート調

査の結果や、選定に使われた 18 種の海鳥の生態情報、

さらに海洋や海鳥の保全に取り組む地域の事例などが

まとめられています。また、マリーン IBA の情報をま

とめたウェブサイトを公開しました。 

日本のマリーン IBA 事業と「マリーン IBA 白書」の

出版については、11 月にシンガポールで開催されたバ

ードライフのアジア地域パートナーシップ会議で報告

され、各国のパートナー団体からも高い関心をもたれ

ています。 

 

 

 

 

 

海鳥・海洋保全 

マリーン IBA 地図 マリーン IBA 白書 
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＜混獲を減らす取り組み＞ 

バードライフでは、年間 30 万羽とも言われるはえ縄

漁による海鳥の混獲を減らすべく、1997 年より国際海

鳥保全チームを結成し、マグロ類地域漁業管理機関

（RFMO）や各国政府、漁業従事者と協力して様々な活

動を行っています。 

はえ縄漁による海鳥の混獲に関しては、2012 年以降、

5 つの主要な RFMO の全てが効果的な海鳥の混獲防止

策（ミティゲーション）を取り入れることを決定し、海

鳥の保全に向けて大きく前進しました。現在、バードラ

イフは RFMO の国際会議において、混獲防止策が確実

に実施されるよう、各国に働きかけを行うと同時に、漁

業者への教育活動を進めています。また地球環境ファ

シリティ（Global Environment Facility）の Common 

Oceans ABNJ Tuna プロジェクトの一環として、南ア

フリカのケープタウンに寄航する各国のはえ縄船を対

象に、漁業者へのアウトリーチ（混獲防止策の使用の働

きかけ）を行いました。さらに、台湾政府（漁業署）と 

 

 

バードライフの台湾パートナー（中華鳥会）と協力をし、

モーリシャスを拠点にはえ縄漁を行う台湾の漁業者に

もアウトリーチを行い、対象となった船は 83 隻に上り

ます。 

バードライフでは、年間 40 万羽と言われる刺し網に

よる海鳥の混獲軽減にも取り組んでおり、2013 年から

アイスランドやリトアニアで政府と漁業者と共同で混

獲防止策の開発を進めています。 

国内でも、日本野鳥の会と共同で、刺し網漁による海

鳥の混獲対策の取り組みを開始しました。事業初年度

である 2016 年は、経団連自然保護基金（KNCF）とキ

ングフィッシャー財団の支援と北海道羽幌町の「北る

もい漁業協同組合」の協力を得て、混獲防止策の効果を

調べる予備実験を行いました。過去に環境省が行った

混獲対策事業を除いて、本事業は漁業者と共同で海鳥

の混獲問題に取り組む国内初の例となります。 

 

   

 

 

混獲防止策を施した網を設置する漁業者（北海道天売島） 
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バードライフは、環境の変化に最も敏感な鳥類を生物

多様性の指標と考え、各国のパートナーとともに、多様

な生き物やその生息環境を守り、地域の人々が自然と

共存していけるよう、さまざまな取組を進めています。   

これらの活動を進めるため、2009 年より趣旨に賛同

いただいた多くの方々の支援を受け、毎年ガラ・ディナ

ーを開催してきました。2016 年のガラ・ディナーはペ

ンギンの生息地保全を主な目的として、生息地の調査

や保護活動のために、支援を募りました。 

3 月 4 日には、大阪で 5 回目となるスプリング・ガ

ラを開催しました。593 名の方々にご参加をいただき、

1,542 万円の収益金を集めることができました。収益

金は 800 万円をペンギンの生息地保全活動に拠出した

ほか、アジア等の環境保全活動や緊急性の高い活動に

充てるため、ガラ基金等に拠出しました。ガラ基金とは、

2012 年度より緊急時に備えた積立金です。 

10 月 28 日の東京ガラでは 583 名の方々のご参加を

得て、2,660 万円の収益金を集めることができました。

収益金はペンギンの保全活動に 1200 万円を拠出した

ほか、ガラ基金として積み立てました。 

2016 年度は、これまで積み立ててきたガラ基金から、

インドネシアで甚大な被害を及ぼしている大規模な森

林火災への対策として、消火活動費 500 万円を拠出し

ました。また、南北アメリカのフライウェイ事業構築の

ために 600 万円を拠出しました。 

ガラ・ディナーは、自然保護活動の支援を目的として

いますが、同時に、参加された方々に環境を守ることの

大切さや、支援の必要性を理解していただくよい機会

となっています。 

 

妃殿下のごあいさつ 

 

オークションの様子 

 

イワトビペンギン（写真 Hadoram Shirihai） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巣箱に入ったキンメペンギン（写真 Hiltrun Ratz） 

 

普及啓発・ファンドレイジング 

ガラ・ディナーの開催 
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 バードライフには個人で活動を応援していただくサ

ポーター制度や、企業の方による法人賛助会員制度が

あります。その他にも、絶滅危惧種の保護活動に里親

として関わっていただく RBC（レア・バード・クラ

ブ）という会員制度があります。 

レア・バード・クラブ 

 この制度は全バードライフの共通のプログラムで、

世界各地に会員がいます。日本では約 20 名が会員に

なっており、バードウォッチングや環境セミナーに参

加しています。 

 9 月 27 日には、会員であるファリーダ・ラーマン

様主催のチャリティランチが開催されました。当日は

46 名の方が参加され、合計 354,000 円の寄付金を頂

きました。寄付金は全額、スマトラの熱帯雨林保全に

活用しました。 

サポーター制度 

 “Friends of BirdLife”は、一口 5,000 円で、半分の

2,500 円を環境保全活動に、半分をバードライフの運

営費にあてる制度です。 

2016 年 9 月からは、ブラジルでペットとして密猟さ

れた絶滅危惧種の鳥類を保護し野生に戻す「フライト・

プラン」の支援を募っています。世界で最も多くの鳥類

が生息する国の１つであるブラジルには、約 1800 種

が生息していますが、そのうち 170 種が主に密猟によ

り絶滅の危機に瀕しています。 

 

この制度により、救済した鳥の手当、野生復帰のため

の訓練、生息地となる森探し、放鳥など、野生復帰に向

けた活動を継続することができます。2016 年度は、11

口のご参加をいただきました。 

 

法人賛助会員 

一般の企業や団体会員の皆様からも、温かいご支援を

いただいております。2016 年の法人賛助会員は、以下

の通りです。 

■法人賛助会員（50 音順・敬称略） 

 

その他のご支援 

2016 年 12 月より、Yahoo!ネット募金による募金を

開始しました。Ｔポイントを利用した 1 円からの寄附

も可能となり、多数の皆様からご支援をいただいてい

ます。そのほか、バードライフの活動に賛同された下記

の方々からもご寄附をいただきました。（50 音順・敬称

略）

・一般社団法人 Think the Earth 

・株式会社一如社 

・株式会社セディナ 

・株式会社ワンステップ 

・株式会社 STEP 

・東京ウィメンズクラブ 

・ダウ・ケミカル日本株式会社 

・アルファー食品株式会社 

・出雲大社 

・出雲大社文化事業団 

・寒川神社 

・伏見稲荷大社 

・北海道神宮 

・真清田神社 

 

ＲＢＣ会員によるチャリティランチに参加された皆様 

個人・団体からの支援 



 

 

一般社団法人バードライフ・インターナショナル東京 

 

所 在 地： 〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町 1-13-1  

ユニゾ蛎殻町北島ビル 1 階  

T E L： 03-6206-2941  

F A X： 03-6206-2942  

U R L： http://tokyo.birdlife.org  

代 表 者： 代表理事 鈴江恵子 

設 立： 2002 年 4 月 

 

現在の社員：1 名 

1.  BirdLife International（英国法人） 

代表者： Patricia Zurita, Chief Executive Officer/Director  

住 所： The David Attenborough Building, Pembroke Street, 

Cambridge, CB2 3QZ, UNITED KINGDOM 

 

現在の理事：1 名 

鈴江恵子： 代表理事  
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HIGHLIGHTS 2017

▲ 2017年に実施されたプロジェクトの活動地
合計17カ国

2BirdLife International Tokyo Annual Review 2017

バードライフ・インターナショナル東京（以
下、バードライフ東京）は、2017 年よりバー
ドライフ・インターナショナル本部（英国・ケ
ンブリッジ。以下、バードライフ・インターナ
ショナル）直轄となり、名誉総裁の事務局とし
て、また地域の枠を越え、グローバルな活動を
展開する体制へと変更されました。

企業や他団体との連携を通し、2017 年度は
17カ国で現地のパートナー団体と共にプロジ
ェクトを推進することができました（上図）。

企業と連携した日本の渡り鳥の生息地保全や

環境保全支援など新たなプロジェクトも立ち上
げました。また、経団連自然保護基金 25周年
特別基金の支援により、日本環境教育フォーラ
ム、コンサベーション・インターナショナル・
ジャパンと協働でアジア・パシフィック地域で
の人材育成プロジェクトを開始するなど、より
大規模でインパクトのある活動も開始しまし
た。さらには、中小規模の環境保全プロジェク
トの成果や影響を評価をする「PRISM」ツール
キットの開発・公開を行うなど、多岐にわたる
活動と新たな領域へのチャレンジが実った年と
なりました。
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環境保全活動

ブルキナファソ北部のウルシ湖周辺では、森
林の劣化と砂漠化が大きな脅威となっていま
す。その結果、この地域に暮らす住民にとっ
て、水や耕作可能な農地の不足が問題となって
います。さらにこの地域は、100種・20,000
羽以上の鳥類が生息する重要自然環境 / IBA
（Important Bird & Biodiversity Area）に指
定されており、鳥類や生物多様性にとっても重
要な場所となっています。そこで 2011年から
リコーの支援によりユニークな植林活動を行っ
ています。植林本数は、リコーがスポンサー
となっているプロゴルフトーナメントのプレ
イヤーの成績によって決められます。2017年
には約 13,000 本を植林し、これまで述べ約
67,000 本を植林しました。

”Plant a Tree for Africa”

カンボジアのストゥン・セン湿地は、東南ア
ジア最大の湖であるトンレサップ湖の南端に位
置し、IBAに指定されています。多くの絶滅危
惧種の生息地となっているだけでなく、地域住
民にとって欠かせない自然の恵みを供給してい
ることから、この湿地をカンボジアで 4番目の
ラムサール登録湿地とするための支援を行って
います。2017 年には全国会議を開催し、登録
に対する関係省庁からの承認を得るとともに、
同湿地を管理するレンジャーを対象に、モニタ
リングに関する研修を行いました。

東南アジアの湿地保全

インドネシア・スマトラ島の南部は、世界
屈指の生物多様性が豊かな地域となっていま
す。しかし 1970年代から大規模な森林破壊
が進行し、近年ではパームオイル生産のための
アブラヤシのプランテーション農園開発が進ん
でいます。バードライフ東京は、同地域の熱
帯雨林を守るため、インドネシア政府の「生
態系再生コンセッション（ERC：Ecosystem 
Restoration Concession）」制度を活用し、約
10万ヘクタールの森林を守る「ハラパンの森
プロジェクト」を 2006年に立ち上げました。
2017年には、富士通株式会社の支援により、
ICT を用いた森林パトロールとモニタリングを
開始しました。

インドネシア・ハラパンの森の保全

バードライフ・インターナショナル は、こ
れまで世界200カ国で 1万2000カ所もの IBA
を選定してきました。ニューギニア島の西半
分に相当する西パプア州とパプア州には世界
でも有数の森林が残り、固有の生き物が多数
みられるものの、IBA の選定がされていない数
少ない場所です。バードライフ東京と Burung 
Indonesia は、この地域で鳥類をはじめとした
生物調査を開始しました。

インドネシア・ニューギニア島の
IBA の選定
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評価ツールの開発

プロジェクトを実施する団体やその活動を
支援する組織・団体が、PRISM ツールキット
を活用することにより、環境保全活動の成果
を見える化し、適切な評価と改善を可能にす
ることが期待されます。今後、印刷物やシン
ポジウムを通して、PRISM ツールキットの積
極的な展開を図っていきます。

PRISMでターゲットとするプロジェクトの規模
・活動予算が 1,000万円以下
・活動期間が5年以下
・少人数のプロジェクトチーム
・費用や時間などの制限で評価が困難な
  プロジェクト

*1

▲ PRISMツールキットの開発団体及び支援団体

バードライフ・インターナショナル、ファウナアン
ドフローラ・インターナショナル、UNEP - WCMC、
英国王立鳥類保護協会、英国鳥類学協会、熱帯生物
学協会、WWF、コンサーベーション・エビデンス、
ケンブリッジ大学

PRISMツールキットの表紙
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個人・団体からの支援

 バードライフ東京には、個人で活動を応援する
サポーター制度や、法人賛助会員制度があります。
その他にも、絶滅危惧種の保護活動に里親として

関わっていただく RBC（レア・バード・クラブ）
という会員制度があります。

レア・バード・クラブ サポーター制度 ネット募金によるご支援

バードライフ・インターナショ
ナル主導の制度で、世界各地に
会員がおり、日本では約20 名
の方が会員になっています。一
人一人が絶滅危惧種の里親とし
て、保全活動に加わっています。
9月5日には、メンバーやゲス
トが、米国の生物学者である
トーマス・Ｅ・ラブジョイ博士
との交流会を楽しみました。

 “Friends of BirdLife”は、
一口5,000円のサポーター制度
です。半分の 2,500 円を環境
保全活動に、半分をバードライ
フの運営費にあてます。2017
年9月からは、ブラジルでペッ
トとして密猟された絶滅危惧種
の鳥類を保護し野生に戻す「フ
ライト・プラン」や、「ヘラシ
ギの保全」、「ケープペンギンの
保護」をはじめとする支援を行
いました。

Yahoo! ネット募金を利用し
て寄附を募っています。寄附の
場として、また一般の方にバー
ドライフ・インターナショナル
の活動を知っていただくよい
機会となっています。2017年
は 3つのプロジェクト「フライ
ト・プラン」、「ヘラシギの保全」、
「ケープペンギンの保護」への
寄附を呼びかけ、合計90万円
以上のご支援をいただきました。

一般の企業や団体会員の皆様からも、温かいご支援
をいただいております。2017年の法人賛助会員は、
以下の通りです。（50音順・敬称略）

法人賛助会員 その他のご支援

・アルファー食品株式会社
・出雲大社
・出雲大社文化事業団
・寒川神社
・伏見稲荷大社
・北海道神宮
・真清田神社

下記の方々からも温かいご寄附をいただきました。
（50音順・敬称略）

・株式会社セディナ

・株式会社ワンステップ

・株式会社STEP

・シドニアコンサルティング株式会社

・BLS（バードライフ・サポーターズクラブ）

MAJOR SUPPORTERS



一般社団法人
バードライフ・インターナショナル東京

〒103-0014 
東京都中央区日本橋蛎殻町 1-13 -1 

ユニゾ蛎殻町北島ビル1階 
TEL： 03-6206-2941 
FAX： 03-6206-2942 

代表者： 代表理事  鈴江恵子
設立： 2002年4月

https://tokyo.birdlife.org 


































